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福 内  千 絵  （ ふ くう ち  ち え ）講師

profile ̶̶ ̶̶   2008年大阪芸術大学大学院博士課程修了、博士（芸術文化学）。 

大阪芸術大学大学院芸術研究科嘱託助手、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究

研究科附属現代インド研究センター研究員、関西学院大学先端社会研究所専任研究

員などを歴任。 現在、国立民族学博物館共同研究員。民族芸術学会、意匠学会、美術史

学会、日本文化人類学会会員。 

研究分野 ̶̶ ̶̶  民族芸術学。近現代の南アジアにおける絵画造形やイメージについ

て、宗教実践や植民地経験との関わりから研究。 著書『インド ポピュラー・アートの世

界―近代西欧との出会いと展開』(共編、千里文化財団)、「コロニアル・インドにおける

「美術」の変容―神の表象をめぐる「周辺」からの抵抗」（分担執筆、明石書店）など。 論

文「明治期のインド市場向け商標デザインの生成に関する一考察」（『民族藝術』

VOL.35）「近代インド絵画、ラヴィ・ヴァルマー作品の展開」（『民族藝術』VOL.24）な

ど。

森 井  宏 青  （ も り い  ひ ろ は る ）特任准教授

profile ̶̶ ̶̶  画家　ノルウェー・フィンランド美術家交流プロジェクト キュレーター

行動美術協会会員

国内・北欧諸国で個展、キュレーション活動多数。 近年では2017年、ノルウェー・クラ

ーゲリョー、2020年にはフィンランド・ヘルシンキにて個展を開催。 大阪芸術大学内

でも講演会や、美術・工芸学科主催による特別講義などを企画、北欧のトップアーティ

ストたちを招いてグローバルな公開授業を行う。2014年フィンランドで企画したイン

ターナショナルエキシビションとワークショップでは、両国のアートにおける［間の構

築］についてコンセプトが大きく評価され、「もっとも見るに値する展覧会」に選出され

た。

研究分野 ̶̶ ̶̶  エドワルトムンク研究（創作技法、歴史検証）

フィンランド現代美術

絵画制作研究及び、西洋画における技法・材料学全般、保存修復技術。

制作テーマ　『間の構築とアイデンティティ』

藤 木  康 成  （ ふ じ き  こう せ い ）客員教授

profile ̶̶ ̶̶  1974金沢美術工芸大学卒業。1975より二紀会展に出品。1987神

戸具象彫刻大賞展(89,91)1989大阪市制100周年記念コンペ「優秀賞」。 第3回現

代具象彫刻大賞展「大賞」。 第21回京都野外彫刻展「京都府買上」（94,00,04）

1993二紀会展「U氏賞」。1995びわこ現代彫刻展。1996二紀会展「宮本賞」。

1999現代美術選抜展（文化庁）。 2008那須野が原国際彫刻シンポジウム招待。 彫

刻三人展「三様の形象」銀座ギャラリームサシ。 2010テッラ国際彫刻シンポジウム招

待（セルビア）。 2016第70回記念二紀会展「記念大賞」現在二紀会彫刻部委員。

研究分野 ̶̶ ̶̶  彫刻素材としては土、石膏、樹脂、木、乾漆、テラコッタ、ブロンズで

ある。 形態は単体でなく複数の人体を空間の中に配しバランス・動勢・方向感を重視

した有機的に再構成された群像表現を追求、研究。 技法として、基本は塑像であるが、

石膏・樹脂で成型後にモデリング、カービングを幾度と繰り返し当初のコンセプトを実

現すべく、より厳しいフォルムを求める。 故に粘土原型とは違った形態に進化。 フォル

ムは自身の形態解釈で単純化・省略・整理が重要と捉えモデリングであるがカービン

グによる表現とも見える求心的表現を目指す。

安 田  紀 子  （ や す だ  の りこ ）講師

profile ̶̶ ̶̶  大阪音楽大学卒業後、およそ10年にわたり大阪フィルハーモニー交

響楽団、関西歌劇団、大阪音楽大学カレッジオペラハウスで鍵盤奏者及びコレペティー

トルとして活躍した後渡米。 マサチューセッツ州ロンジー音楽院でチェンバロをピータ

ー・サイクス氏に師事し、アーティストディプロマを取得。 卒業と同時に同音院オペラ

科コーチに抜擢される。 現在アメリカと日本で演奏及び若手育成に力を注いでいる。 

ロンジー音楽院ヘッドコーチ、伴奏科講師、ボストン大学オペラプログラム伴奏者及び

コーチ。 ボストンバロック伴奏者。

研究分野 ̶̶ ̶̶  多岐にわたる伴奏技術と表現。 専門分野はオペラにおけるヴォーカ

ルコーチング及び古楽伴奏。 アメリカで幅広く使用されているIPA (国際音声記譜法)

を習得しイタリア語、フランス語、ドイツ語、英語など声楽作品における明確な発音に

力を注いでいる。 米、ニューハンプシャー州でのサマープログラム、オペラノースで

数々のオペラ作品に携わっている。 又、ボストンでは主要なバロック団体で伴奏及びコ

ンサートで通奏低音を努めバロック様式における伴奏の重要性を追求している。 M・

パールマン、R・ターナー氏の薫陶を受ける。

若 生  謙 二  （ わ こう  け ん じ ）教授

profile ̶̶ ̶̶  1978年 信州大学大学院修士課程修了。 東京大学農学博士。 公園

のランドスケープの起源であるイギリス風景式庭園の形成過程を探るとともに、動物

園デザイナーとして全国の動物園で生息環境展示の実現にとりくむ。 最新作は

2016年に完成した宇部市ときわ動物園。 ヒトと動物の関係学会会長、日本展示学会

会長。 日本造園学会常務理事・関西支部長を歴任。1998年 日本造園学会賞受賞。

2011年 日本造園学会特別賞受賞。 2015年、2016年 宇部市ときわ動物園「中南

米の水辺」等の施工で日本公園緑地協会、国土交通省都市交通局長賞受賞。

研究分野 ̶̶ ̶̶  造園史・造園学原論。 展示学。 ヒトと動物の関係学。 著書：動物園革

命（岩波書店）、共著：ランドスケープ大系（技報堂出版）、比較文化研究の世界（学術図書

出版）、生態工学（朝倉書店）、ヒトと動物の関係学（岩波書店）、訳書：よみがえるセントラ

ルパーク（ソフトサイエンス社）、設計：天王寺動物園「アフリカサバンナ」、「アジアの熱帯

林」、よこはまズーラシア「チンパンジーの森」、長野市茶臼山動物園「レッサーパンダの

森」、飯田市動物園「カモシカの岩場、ペンギンの丘」、熊本市動植物園「ニホンザルの

森」。

西 岡  陽 子  （ にし お か  よ うこ ）教授

profile ̶̶ ̶̶  1980年 関西学院大学大学院文学研究科博士課程後期修了。 文学

修士。 日本民俗学会会員。 民俗芸能学会会員。1999年 建築史学会賞受賞。

研究分野 ̶̶ ̶̶   巫覡盲僧およびその語り物を中心とする研究。 都市祭礼研究等。｢

地神盲僧資料」、「地神盲僧の伝承詞章」、「近世日向の盲僧」、「まち祇園祭すまい」、｢

造物の諸相」、「近代の放浪̶ある浪花節語りの日記から」、「祭りのしつらい」、「一式と

いうこだわり」（『一式造り物の民俗行事』）。

樋 口  光 治  （ ひ ぐ ち  み つ は る ）教授

profile ̶̶ ̶̶  1979年 大阪大学文学部美学科音楽学・演劇学専攻卒業。1983年 

大阪大学大学院文学研究科博士前期課程芸術学専攻修了。1988年 大阪大学大学

院博士後期課程芸術学専攻単位取得退学。 文学修士(大阪大学)。1988～91年 大

阪大学文学部助手。1991～93年 大阪芸術大学音楽教育学科専任講師。1993～

2002年 同助教授。 2002年～06年 大阪芸術大学音楽学科助教授。 2006～07

年同教授。 2007年～18年 大阪芸術大学芸術計画学科教授。 2018年～現在 大

阪芸術大学教養課程教授。 日本音楽学会会員。 美学会会員。 

研究分野 ̶̶ ̶̶   西洋音楽史。16世紀後期から18世紀中頃の西洋音楽においてど

のように器楽が成立、展開したのかという問題を楽曲分析に基づいて研究。 「《平均律

クラヴィーア曲集》第1巻のフーガにおける〈性格主題〉と〈楽曲構造〉」、「調性格論序

説」、「J・S・バッハの「無伴奏ヴァイオリンのためのソナタとパルティータ」に関する一

考察」、「シャコンヌとパッサカリア」、「西洋音楽史にみるバロック概念の再検討のため

の序説」、「フーガの楽曲構造と形式規程用語」、「フーガの楽曲構造と形式規定用語

その2」
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入学資格（出願資格）審査・出願について入学資格（出願資格）審査・出願について

入学資格（出願資格）審査・出願について
芸術研究科 博士課程〔前期・後期〕

◆ 事前に入学資格（出願資格）審査をうけなければならない者

博士課程［前期］
●�外国籍学生および外国人留学生で日本の大学を卒業・修了または卒業修了見込者（大阪芸術大学卒業生ま
たは卒業見込み生は除く）

●�外国において、学校教育における１６年の課程（標準）を修了した者及び２０２１年３月までに修了見込
みの者

●�大学に３年以上在学し、または外国において学校教育における１５年の課程（標準）を修了し、本学が所
定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

●�大学院において個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、22
歳に達した者

●その他大学院への入学において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
●社会人特別選抜入試で受験を希望する者

博士課程［後期］
●外国籍学生および外国人留学生
●�大学院において個別の入学資格審査により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者で、
24歳に達した者

●その他大学院への入学において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者
●社会人特別選抜入試で受験を希望する者

◆ 手続きの方法

Ⅰ上記出願資格を有する者は出願資格審査期間内に下記の書類を郵送する。
　① 入学資格（出願資格）審査願（様式7）
　② 入学志願票・履歴書（様式1）
　③ 卒業（修了）証明書もしくは卒業（修了）見込証明書（出身校発行）
　④ 成績証明書（出身校発行）
　④−② 併修者（2箇所以上の学校に籍がある者）は併修先の学校の③④もあわせて提出
　⑤ 研究計画書（様式2）
　⑥学士学位証書（中国の大学は必ず必要）もしくは学士の名称がわかるもの
　⑦ 出身大学案内（簡易的なもの）
　⑧ 外国人留学生出願資格基礎調査書（様式7−1）
　⑨ 日本留学生試験（EJU）成績通知書の写し
　⑩ 職務内容報告書（様式8）（⑩は社会人特別選抜入試希望の者のみ必要。 証明書添付）
　�他言語記載の③、④、④−②、⑥、⑦､ ⑩の添付証明書においては日本語もしくは英文にて翻訳したもの
を原本に添付してください。
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入学資格（出願資格）審査・出願について入学資格（出願資格）審査・出願について
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Ⅱ �前期課程出願者の外国籍、外国人留学生における日本の大学を卒業（修了）もしくは卒業（修了）
見込者の取扱は下表とします。

出願資格審査 EJUの点数（基準以上）

大阪芸術大学 不要（通常の出願期間） 受験の必要なし

他の日本の大学 上記Ⅰの②⑤⑧⑨を提出 受験し基準点以上必要

Ⅲ P.31 の 3．出願資格（5）〜（8）日本国籍の該当者および社会人特別選抜入試希望者
　①　入学資格（出願資格）審査願（様式7）
　②　入学志願票・履歴書（様式1）
　③　卒業（修了）証明書もしくは卒業（修了）見込証明書（出身校発行）
　④　成績証明書（出身校発行）
　④−②　併修者（2箇所以上の学校に籍がある者）は併修先の学校の③④もあわせて提出
　⑤　研究計画書（様式2）
　⑥　職務内容報告書（様式8）（⑥は社会人特別選抜入試希望の者のみ必要。証明書添付）

Ⅳ P.45 の 3．出願資格（4）（5）の該当者および社会人特別選抜入試希望者
　① 入学資格（出願資格）審査願（様式7）
　② 入学志願票・履歴書（様式1）
　③ 修了証明書もしくは修了見込証明書（出身校発行）
　④ 成績証明書（出身校発行）
　④−② 併修者（2箇所以上の学校に籍がある者）は併修先の学校の③④もあわせて提出
　⑤ 研究計画書（様式2）
　⑥ 職務内容報告書（様式8）（⑥は社会人特別選抜入試希望の者のみ必要。証明書添付）
　�他言語記載の③、④、④−②、⑥の添付証明書においては日本語もしくは英文にて翻訳したものを原本に
添付してください。

Ⅴ �後期課程出願者の外国籍学生、外国人留学生における下表の大学院を卒業（修了）もしくは卒業（修
了見込者の取扱は下表とします。

EJU点数の出願資格審査 EJUの点数（基準以上）

大阪芸術大学大学院 博士課程（前期） 日本留学生試験（EJU）成績通知書の写し 受験し基準点以上必要

他の日本の大学院 日本留学生試験（EJU）成績通知書の写し 受験し基準点以上必要

外国の大学院 日本留学生試験（EJU）成績通知書の写し 受験し基準点以上必要

　上記の書類に加えてP.25−Ⅰの②⑤⑧も提出してください。

◆ 審査申請期間

前期1期入学試験        ： 2020年9月7日（月）〜14日（月）
� 申請期間内必着（消印有効でない）博士課程〔前期〕のみ

前期2期･後期入学試験： 2020年12月18日（金）〜24日（木）
� 申請期間内必着（消印有効でない）博士課程〔前期〕・〔後期〕
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入学資格（出願資格）審査・出願について

◆ 提出方法

Ⅰ（P25）の書類一式を、「入学資格（出願資格）審査書類在中」と朱書した封筒に入れ提出すること。
　（巻末の白封筒を使用しないこと）

　簡易書留速達により送付すること。
 〒 585− 8555　大阪府南河内郡河南町東山469　大阪芸術大学  入試部入試課  大学院入学試験係

◆ 審査日時

前期1期入学試験出願資格審査 2020年9月18日（金） 博士課程〔前期〕のみ

前期2期･後期入学試験出願資格審査 2021年1月 8 日（金） 博士課程〔前期〕・〔後期〕

◆ 審査結果

下記の通り本人宛に郵送で通知。出願資格を得た者は出願期間内に出願手続を行うこと。
（出願時には審査結果通知のコピー 1 部同封のこと）

前期 1 期入学試験出願審査　　　：2020 年 10 月上旬　　　�博士課程〔前期〕のみ
前期 2 期・後期入学試験出願審査：2021 年 1 月中旬〜下旬　博士課程〔前期〕・〔後期〕

◆ 出願期間及び出願方法

（１）出願期間

試験種別 出　願　期　間

前期1期入学試験 2020年10月19日（月）〜26日（月）
郵便局消印有効 （簡易書留速達）博士課程〔前期〕のみ

前期2期・後期入学試験 2021年 ２ 月 ５ 日（金）〜15日（月）
郵便局消印有効 （簡易書留速達）博士課程〔前期〕・〔後期〕

（２） 出願方法
出願書類を一括し、本学所定の出願用封筒（巻末添付の白色）を用いて上記の出願期間内に提出すること。
　簡易書留速達により送付すること。	 
　〒585− 8555　大阪府南河内郡河南町東山469　大阪芸術大学  入試部入試課  大学院入学試験係

※記録保存のため持参による入試課窓口での提出はご遠慮ください。
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外国籍学生・外国人留学生の出願資格（日本語能力）について
入学資格（出願資格）審査・出願について
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審
査

外国籍学生・外国人留学生の出願資格（日本語能力）について（出願条件）
芸術研究科 博士課程〔前期・後期〕

今年度の変更点 　2020 年日本留学試験（第 1 回）中止に伴う本学出願条件　特別配慮

【対象の受験者】
大学院　前期１期試験（一般選抜入学試験・社会人選抜入学試験）

【特別配慮条件】
2020 年度第１回日本留学試験（６月実施）の中止に伴い、本学大学院前期１期試験の特別配慮に関しまして、
下記の①②両方の条件を満たすこととします。

① 2020 年度第１回日本留学試験（６月実施）の“出願証明書（コピー）”を提出すること。
博士課程（前期）前期１期試験を受験予定でかつ
2020年度 第１回 日本留学試験（６月実施）を受験予定だった 外国人留学生は、
2020年度 第１回 日本留学試験（６月実施）の“出願証明書”を持っていることを出願条件とします。
また、過去２年に遡っての受験履歴がある方はその点数を参考としますので成績証明（コピー）を提出してくだ
さい。お持ちの方は“出願証明書（コピー）”と併せて“成績証明書（コピー）”を出願審査書類に同封してくださ
い。

対象の試験
・2019年度 第２回日本留学試験（11月実施）
・2019年度 第１回日本留学試験（６月実施）
・2018年度 第２回 日本留学試験（11月実施）

② 2020 年度第２回日本留学試験（11 月実施）の試験に出願すること。
ただし、その試験にて基準点に満たなくともすでに受験した本学の合格は取り消しません。
出願したことを証明する書類（コピー）を出願審査書類に同封してください。

2020 年度 第２回 日本留学試験（EJU）
試験日：令和２年11月８日（日）
受付（出願）期間：７月６日（月）～７月31日（金）
※８月１日（土）以降は本学大学院ホームページにて出願条件を確認すること。

この件に関するお問い合わせは下記アドレスまでメールにてお願いします。
標題は「６月EJU中止に伴う質問」としてください。お電話でのお問い合わせは正確性を期すためご遠慮く
ださい。

大阪芸術大学　入試課 
nyusi@osaka-geidai.ac.jp

※�上記の情報は 2020 年６月５日現在のものとなります。
　変更になる場合もありますので、随時本学大学院ホームページをご確認ください。
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外国籍学生・外国人留学生の出願資格（日本語能力）について

　外国籍学生・外国人留学生については、入学後、日本語での授業を十分理解し、論文等を日本語で作成す
ることから、学修に支障のない日本語能力を有する必要がある。よって大学院の入学試験においては、出願
資格審査までに日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）が実施する「日本留学試験」（ＥＪＵ）の科目『日本語』を
受験すること。
　また、その得点については大学院の各課程（専攻・研究分野）において必要とされる下表の得点基準を満
たさなければなりません。

１．科目『日本語』について
読解（配点 200 点）、聴解・聴読解（配点 200 点）、記述（配点 50 点）の３領域。

得点基準
読解、聴解・聴読解
（400満点中）

記述
（50点満点中）

大
学
院
　
芸
術
研
究
科

前
期
課
程

専
　
　
攻

芸術文化学 300点以上 30点以上

芸術制作 280点以上 （不要）

後
期
課
程

研
究
分
野

芸術文化学 320点以上 40点以上

芸術制作 300点以上 30点以上

※本学大学院修了または修了見込みで博士課程後期へ進学を希望する者もEJUの成績書類提出が必要です。

２．日本留学試験の成績について

　日本留学試験の成績については、日本学生支援機構が提供可能としている受験回のうち、本学出願資格審
査期間に提出可能な下記のいずれか１回の成績であること。
　複数回受験している場合は、受験者本人が利用希望の受験回（１回分）を選択することができる。
＊日本学生支援機構への成績照会時期、ならびに有効な成績の受験回（提供可能な成績）

成績照会時期 有効な成績の受験回（提供可能な成績）

2020年7月～ 2018年度 第2回
（11月）実施分 

2019年度  第1回
（6月）実施分 

2019年度  第2回
（11月）実施分 

2020年度  第1回
（6月）実施分 

2020年12月～ 2019年度  第1回
（6月）実施分 

2019年度  第2回
（11月）実施分 

2020年度 第1回
（6月）実施分

2020年度 第2回
（11月）実施分 

3．出願資格審査における EJU 成績書類の提出

　外国籍学生・外国人留学生においては、願書を出願できるかどうかの判断をするため、出願資格審査にて
EJUの成績表（コピー可）を提出するように義務づけています。従って、EJUの受験時期、成績請求の発行
時間を鑑みて、出願資格審査手続期間に間に合うように準備してください。（ただし、2020年度第2回（11
月）受験者は成績通知書ではなく受験票のコピーを提出してください。）

独立行政法人 日本学生支援機構
日本留学試験（EJU）の問い合わせ先

 留学生課 TEL 03-6407-7457

中止

中止
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